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証券情報問合せ用H-9905ディスプレイ装置

QUICKビデオー1の開発

QUICK V】DEO-1

(H-9905 DisplaY Equipment for O.uotationlnquirY)

This a付c】eintroduces a display equipment for quotationlnq川ry.H-9905.

SUPPlied to Guotationlnformation Center K.Kりitsfunctionsandfeatures.T∂king

into accounlthe fact that because ofits particular purpose of‖hquけY.mPUt

f｢om theequtpment does not updale thefileatthecentralcomputer′COnSidera-

tionswe｢eglVenindesignlng tOSimplifv thefunction ofthe transmission control′

etc･A9-tyPeCRTcoatedwithanti川ckerphosphorisprovidedperm了ttlngadispl∂y

Ofupto12馴etters.Designedinatable-tOPtVPe′itfe∂tUreSeaSyhand】i咽.AIso.as

manyas8devicescan beconnectedtoonecont｢01ler.Thisconfigurationenhances

OVe｢alleconomyandco=t｢ibutestomakethedevicestructurecompact.

u 緒 言

永年の懸二束であった束占(証券1枚引l叶のコンピュータとボー

ルド表示機による業務近代化が実現したのに呼応L,株価と

市況情報をLLく,速く- 一般にi允すことをサ【ビスする株式会

朴市況情報センター(QuotationInformation Center K.K.:

以下,QUICKと略す)が昭和46年に設立された､,今回､R立

;豊里作所は】i了=f二より､QUICKビデオ システムと呼ばれるオン
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H-9905

ディスプレイ装置

(全国の証券会社)

図I Q川CKビデオ システム Q川CKビデオシステムは,東京,大阪

各証券取引所などの市況情報を全国各地の証券会社ヘオンラインサービスする｡

Fig･10UICK VtDEO System Dia9ram
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ラインの株価及び心音兄情報のシステムを一受注,製作L,昭和

49午4トトよ り運転開始の運びに1ミった｡

情報閃いでナせの迅速化を要する業務の一一つに株式市i兄に関

するものかある｡-呪在,各詐券会社ほ本社,支柄ともども和

枝放送,ファックス,電話によりその僻事艮を入手Lているか,

/卜l叫のQUICKオンライン システムは匡==ニ示すように東京,

大阪の各センター一に,各2TLiのコンピュータ(HITAC8450)

をもち,人ブJとして束‾丸 大【奴両討三券取引所からの株佃け指事昆,

日本経析粁lま円からの財務情報及び市況に関する経析ニュ【ス,

ロイタ【通イi_さからのf毎外市i兄,経損ニュースなどを･蓄え,各

正本会汁に設置された問い′ナせ端末装i置からのりクエストに

J心じ.特定過fi_言【司維(D-1)を介してこれらの情報をサービス

Lている〔､問い′ナせ端末装置の設市子丁数も4,000デーにも及び,

才乾が[那‡之大根のオンライン リアルタイム システムである(つ

この.上うな.証券帖報システムは,既にアメリカにおいて10

年ほど前から賀川化されており,その端末機とLても代表的

なものとLて,アルロトニクス社のビデオマスター,バンカ

ー･レモ祉のテレコートIlI,クォートロン･システムズ祉の

Quotrol1800などがあり,端末機の普ノ女J望も計券セールスマ

ン1.5､2八に1ナiといわれている.⊃

本稿においては,このシステム用として新しく設i汁､昏望造

された端末機QUICKビデオー1〔H-9905ディスプレイ装荷)の

機能,特徴などにつき述べる｡

臣l 仕 様

システム上紫求されたディスプレイ装置の機能,性能は,

およそ‾卜記のようなものである｡

(1)問い合せ柑のため,装苫からの入力が中火例のファイル

を出所しないという点に一前日し,このことを 卜分に活用して

経1月性を高めること｡

(2)証券会社の操作老が簡単な操作で問い今せができること｡

(3)このためにコンパクトなパーソナル形が望まれる｡

(4)】言1ti券会を1二本支店には,いずれも敦子i～数十子iのデイスプ
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レイが設置されるが,これを絶i斉的に実現せしめること｡

(5)増設が谷易にできること｡

(6)端末側からの問い合せととい二,センター側からもニュ

ース,市況解説などを手先せること｡

一方,オンライン システム用の端末装置としては,

(1)短時間処理に応ずべくアウトプ､ソトが速いこと｡

(2)一一般に操作者は必ずLも情報機器に使い慣れているとは

表I H-9905ディスプレイ装置仕様 4線式半二重通信により,伝送

速度I′200ビット/秒で送受信を行なう｡文字は7×9ドットから成り,9イン

チ形CRTに最大128字表示できる｡

TablelSpecificatio=S a=d Dime=Sio=S Of H-9905Display

Eq山pment

頃 日 仕 様

通 信 方 式 特定通信回線(D-I),4線式半二重方式

起 動 方 式 ■端末起動方式

伝 送 速 度 l′200ピット/秒

同 期 方 式 調歩同期方式(

スタートピッ

情 報 ピ ッ

lキャラクタ=柑ビット)

卜… l

ト= --7

パリティ ビット‥･ l

ストップビット… l

使用 コ
ード

誤 り 検 出

誤 り 言丁正

送信テキスト

lJIS-C6220 7単位符号のうち,

水平/垂直パリティ チェック

調歩同期チェック

タイマ監視

手動再操作

データ長最大16キャラクタ

表2に示したコード｡

(可変長)

…!S
D■デ‾タ

×lA Al(max16キャラクタ)

受信テキスト!データ長I12キャラクタ(匡l定長)

S

T

イ吏用陰極線管

データ ‾‾‾｢て｢う‾‾｢
T C

1_X_⊥_哩三ク空+1._L旦
サイズ,形1犬 9形,角形

山王_+

いナい光体特性 B39(緑色)

表 示 画 面 l横180mmX織135mm

最大128文字(16字/行×8行)表示文字数

表示文字寺重 128種(英字,数字,片仮名,英記号,片仮名記号

スペースを含む)

及び

表示文字字体

エラー シンボルマークl種

横7×縦9ドットマトリックス(図2)

6,86.8

琵忙

文字の大きさ

由凶 団
単位(mm)

け ん 盤 データ キー(0～9及びコロン)銘柄コード指定

ファンクション キー(A～0及びクリア)情報区分指定

乗阪切換キー 東証/大証区分

電三原

温湿度条件

外形寸;去

AC100V50/60Hz

所要電力【芸芸≡≡器2;;:三
＋5～＋350C,20～80%

TCE:幅635×奥行400×高さ740(mm)

VD:幅240×奥行412×高さ278(mm)

外観写真を図3に示す｡
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いえないので,械作性がよく,誤推作に対する配窟がなされ

ていること.⊃

(3)空調施設のない一般二事務三三などに設置されることはぃ分

あり了三上るので,想い設置環j尭条件にも耐え得るよう高イ‾J斬り空

をイ‾fすること｡

(4)′ト形で設置占有面楷を小さくすること｡

(5)紙価柄であること(つ

などが,必要条件としてあげられる｡

二れらの条件を配慮した結果,H-9905ディスプレイ装置の

什様は表1にホすとおりとLた(表2放び図2,3参月糾っ

田 機器構成

本装置の構成は図4に示すとおりである｡本装置は端末制

御装置(TerminalControIEquipment:以下,TCEと略す)

とビデオ ディスプレイ(Video Display:以下,VDと略す)

から構成され,最大8台のVDを制御できる｡TCEは中央

処理装置とのオンラインのため伝送回線とのデータの送受信

を行なう変復調装置(Modem Unit:以下,MDUと略す)と

VDの記憶部などをもち,各VDに対応して付加される端末

付加機構(TerminalAdapter Unit:以下,TAUと略す)及

びこれらTAUの記憶部へのデータ書込み,データ送′受信の

制御を行なうディスプレイ制御装置(Display ControIEquip-

ment:以1ご,DCEと略す)より構成される｡VDはデータ

入力用けん盤部とブラウン管回路を主体とする表示部より成

る｡各VDは映イ象信号用同軸ケーブル(ビデオケーブル)とけ

ん悠インタフェース用多心ケーブル(信号ケーブル)により最

大300mまで延長される｡

なお,TCE内にはD-1回線の場ナナ,回線と変復調装置間

に設置する必要のあるk司線保誠装置(PD)が実装できるよう

になっている｡

口 機能及び-特徴

4.1 装置のブロック ダイヤグラム

図5は本装置のブロック ダイヤグラムをホすものである｡

論理的機能から区分すると,データ入力を行なうけん盤部,

けん盤人力及び中央処理装置から受けた受信データを記憶す

る記憶部,‾披大8子音のけん盤入力を訓育卸して,各VDに対応

した記憶部にデータを書き込むためのオフライン制御部,各

VDの記憶部のデータを表示するビデオ表示部,記憶部のデ

雷芭輸惑璽屯

B乱国国劇国

首自国堅田園

田日琵国頭田

蛮短日雷宮国

頭関頭整璽鰊

園欝匡園過蕾

国璽園蘭鰹墜

区12 文字パターン

た｡

Fig.2 Cha｢acte｢s Font

雷電国師簡

抱囲日田要

国ほ国駆歴
閻垣国展囲

頚髄申屋鈍

磨惑惑蘭国

国際鼠屈国

頭愚臣顧磁

蘭民望閻

崖威鱒雪空

餞隠田短日
眼蘭魂臣閻

蘭歴儲海

野意国際冒

団扇日崩覇

琵扇塾頭転

7×9ドットの構成にして見やすい文字字体とし
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D-1回線

蚤

ぷて′姦

図3 H-9905ディスプレイ装置 ビデオ ディスプレイ部分をコンパク

トにまとめ,子葉作性を高めている｡

Fi9.3 H-9905 Display Eq山pment

【タからビデオ仁言号を発生する文乍発生装置部,fム送回線と

のデータの送′受信を行なう変役調装言琶部,送ノ受信データを記

憶部に対して読出し,書込みを行なうオンライン;別御部があ

る｡

4.2 マルチ制御機能

本装置は図5にホすように8Tと了のVDをマルチこ別御してい

る｡止券会什のカウンタや事務三詫などで他用される場f㌢,｢i+

一一橋内に数台のディスプレイ装置を必要とすることが多いた

め,1f‡のディスプレイにすべての制御回路を設けるには,

ディスプレイ白体が大きくなったり,高価になったりして,

余り巾‾利な方ぎ去ではない｡そこで共通にイむ川できる池仁捕り御

1‾口柑各,鳩本タイミングなどの制御Lロ柑各は一つにj七過化し,多

くのディ スプレイを制御することは可能である｡本装置では

他用目的,制御効率などから,二拉大8fTまでのVDが制御で

きるマルチ音別御方式をとった｡

表2 伝送コード(7単位符号)

Table 2 Transmission Code

/′一丁CE r

‡錬‾

療

_■8･

一丁兵U

㌃汲U_

f

‡
暮

王

事

‾8鐙Eqlゝr■

許Å坦

最大300m

注:TCE=端末制御装置

DCE=ディスプレイ制御装置

TAU==端末付加機構

MDU=変復調ユニット
V D主ビデオディスプレイ

図4 H-9905ディスプレイ装置構成図

を制々卸できる｡

最大8台

l台のTCEで最大8台のVD

Fig.4 B】ock Diag｢am of H-9905 Display Equipment

4.3 ビデオ表示部

ディスプレイとしては,表示文字の鮮明さ,ちらつき(フリ

ッカ),見やすさなどが重要な要素となる｡一般のテレビ′受イ象

機では絵,動画などの画面全体を面としてとらえるのに対し,

ディ スプレイでは文字の一画一一両を静止画として表示しなけ

ればならないため,わずかのひずみなども人間の目には敏感

に反九仁する｡

本装置では,文字のちらつき及び目の積れ,見やすさなど

に対し,通常家庭用テレビ受像機に使用されてし､る陰極線管

向のけい光体(B4)に比べ,残光時間の長し､,緑色けい光体

(B39,10%残光時制=150ms)を用い,これらの問題を解決

した〔)本装置の-一一画面当たりの表示文キ:数は128文字である

ため,解像度の点では通常のテレビ′受イ象機と同程度の周波数

特性をもつビデオ回路で十分に効果をあげている｡また,担頚

面の大きさは表示＼文字数の点及びパーソナル形の実現を図る

H-9905ティスプレイ装置の送受イ言コードとLて用いている｡
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時間分割

メモリカウンタ 基本タイミング回路●･升〈イスレジスタ

図5 ブロック ダイヤグラム

回線及び複数のVDからのリクエストを時

分割処王里する′ノ

Fig.5 Diag｢am of The Ci｢c山t

[引ocks

＼
+ D C巨

た♂),9 イ ンチ形と したrJ

また表′Jミ】如とLて陰極と満けミニi和を外部にJllすと指のようにVD

操作弟の顔,背景,窓外からの光や月て川J光がナえ射Lて,表′Jミ

‾丈ブトが見にくくなるため,札J丈射牛引Tl三をもったアクりル板を

陪椀線竹の‥叶r内=二;;f工き,且つ板の色をダーク グリー-ン(深緋

色)とし､‾丈ノi一二のコントラストを_1∴げた.｡

4.4 けん盤部

図6は本手きii午のけん類誌キーー1の帥ラミfiと円止‾iF王をホすものである亡.

データ キー(数′j･ニキー:11佃)は,加券芳名柄コードを指1こす

る｡ファンクショ ン キー(16仙)はぎ㌫納に対する｢トりい√㌣せ椎

別を指;とし,送t=堀船を北ねる送イi子キ【(14偶)と｢‾ニュース.j

モードを桁与左するキー/女びクリア キMより成る｡また､如に

味二京,人阪各部券収ijl†叶のデータのいずれを問い†㌣わせるか

を区別する束阪切寸灸キーを有する｡

なおl攻米のゴ湯†ナは,阜獅内はアルフ7ベ､ソトで拒三起されるが,

二柁がl二1三lに才iいては数′j■二でコーード化されており,二れをその圭

Wr ■■ ■■

データ キー

市況 ナ帝奉 ′ 港外
ミJう了誉護
泣-′′

′頚婆

遜足

従貪 PER 演算 予想

頒依
伯!

輯感
鳩∋

碑感

…軍学≡㌫軍賢

ファンクション キー

(雪空雷≡芸芸諾)
区16 けん盤の種筆頁と配置

ヨン キー及び東販切換キーがある._,

Fig･6 Keyboa｢d Layout
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〕

東阪切換キー

VDのけん蟹にはチータ キー,ファンクシ

T C E

各
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回
路
へ
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信
回
路
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か
ら

紺琵野茂

● ●

● ●

●MAX8 ●

● ●

● ●

●MAX8

琵琶弧
＼
+

TAリー一 】 ノ/

ノ

＼
+ VD-ノ

まfHし､たものである亡,

キーの素-‾r一としては,ホール効果を利用した無接点スイ､ソ

ナを川いて†‾∴相性を_Lげた｡

4.5 通信制御機能

一一般にはデ【タイム送は｢デ【タリンクの確一､工+一｢情報の

仁ミj去,+→｢終結+という順けこを踏んで通信制御を行ない,送

′壬イ一言データに誤りが牛じた場合,口動的に再び送′受信を行な

/ノたり,テ■一夕諾い)の言汀止を行なうよう巧▲燈されているが,

イこ斗さ‾iこfこは,一1柁の端末業主引二比へこ,

(1)げ絹iは必ず才抗古木側より送イ‾._言する｡

(2)端末側の稚作ミス,_ 送′壬イ‾iiデータの誤りが生じても,中

央処月主装置のファイルなどの史耕を行なわなし､ので,l一中央処

押装置,他の端末装置に;jキラ竿巨を及ばさない｡

(3)1トランズ アクション当たりの送′乏イ言のデータ呈が少な

い(送†.言データ拉人16丈Tji二,′要一i言デmタ112文字)｡

(4)デ【タ誤りを生じても操作‾荷の再操作が簡単で,手数が

少なく,すぐにデータを柑ることができる｡

以_トグ〕ノ▲‡から､できる限り拝l]線イう上聞時riりを少なくするため,

†∠七j垂下順を偶ji-tにL､j去ノ乏†∴のデータの吉呉りにかかわらず,

11上+】のデ【タ送･乏†‾i-iで終結するブナ〕式をとった｡

起動方式について言没すれば,まず操作者がファンクショ

ン キMを打けんし,オフライン制御部によりデータを記憶部

に‾-1‡き込みIrf州Ii表/+こを行なうと同時に､オンライン制御部は

デー‾lタの送イ‾iて準備を始め,変復調装置のRequest to Send

(以‾卜,RS,と略す)をONし,回線へ搬送波(キャリア)を送出

する｡一一方,胡三根装置はこのキャリアを′乏イ話することによ り

起動を始め,中火処理装置との回線が空いているときには,

データのj引i言を開始してよいことを知らせるため,集線装置

側からも端i末装市側にキャリアを送上11する｡これによ り端‡末

側の変子夏.弼装荷はCarrier Detect(以‾F､CDTと略す)が

ONとな1=口+線の接続を確立する｡オンライン利子卸部は直ち

にStart of Text(STX)より順次データを送イ言し,続いて

′妾イ了了ご状態に移る｡中央側は問いでトせに対L,直ちに回答デー

タを送イう与する｡端末側はデータ′壬仁子終了後,変復調装置部の

キャリアを断つ｡集線装置も端末側からのキャリアの断に不‖

んむLて,キャリアを断にし,リンクの切り維しを終了する｡

二れらの仁送手川副ま図7にホすとおりである｡このように端
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末装置及び集線装置双方のキャリアのON,OFFにより,

リンクを確立,終結を行ない,デ【タの送J乏†言を行なう方ざ去

とLた｡またこの方法をとることにより,叶1火側でのデータ

受付ができないときに,端末側にキャリアを単独で出し,メ

イク ビジー,すなわち端末側での碓と作を抑え無き効起動をせぬ

事うにした｡なお,"STX''前と,Block Check Character

(BCC)後のデータ又はノイズは,すべてノイズとして抜い

全く破棄している｡

4.6 ｢ニュース+ヰ幾能

端末装芯からの問い丁㌻せに対Lては必ず推作‾古の拙作によ

り行なわれるが,逆にヰ】火処理業;岸かJJ端末側に某‖らせたい

デrタの送イl子を行なう必+家作の工ヒじたときには､端≡.;木起J拘ガ

ノ℃ではイこ似である｡その欠ノ.1Ⅰ二を糾うために本装i≧工に｢ニュー

ス+と称する柑叫こ憐泊巨をデ肌ふ込むことにより政一沖を図った｡〕

二れは端末川では特に】王jjいナナせ††H当主を必要とLないときに,

けんセ謹溝1三に設けられた｢-ニューース.⊥ キーを1川打けんするこ

とにより.オンライン制f卸-た1;に.i貨けJJれたタイマ1叫主格が倒き､

芯H判rり(∠ナトり,約42秒に-さ貨;ヒ)ごとに古fム;人側よりフー)Iンクシ

ョン キーが打けんされたように小火側′＼帖軸懲求を州す｡

これによりr†1一央仰+から音fんi末側に加JJせたい†別号l之を小火仰+は送

イ∴することができる｡こ♂)動作は,端末例の拙作‾群がクリア

キーを･けけんしノ,｢こユーー¶ス+を鮒拐ミするまで糸山ナノ〕れる〔,イこ

QUICKビデオ システムでは,二の恍†氾を総柄ニュ【スなど

の送′乏†‾∴に他用Lている〔′

また1了ど丁のTCEに接糾こされた声日放fTグ)VDが｢ニュMス__+

北態にあるときには,川崎にトj一一千㌧一夕を去′JミするようにL,

り三約化を阿り州税のトラフイ ソク_i暮呈二〝〕中郎.ikをトズトーノた｡
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図7 伝送手順 端末側,集線側双方のキャリアON,OFFによりデータ

伝送が行なわれる｡

Fig･7 Communication Sequence Chart
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瓦ヨ亘巨J‾～【【

(VD3)

(VD2)

ニュ亘工虹亘Ⅰ司

イ フ

匡Ⅲ∃

(VD4)

＼＼+行と行間による表示分割J

図8 文字発生部の多重利用
一組の文字発生機構で4台のVDに同時

利用Lている､､

Fig.8 Multiple Use of Character Generater

4.7 文字発生機能

TCEにはJ泣人8千丁グ)Vl)が接続されるが,終VDの.言+拡

部に入ったデータを衷‾′Jt‾丈ノトに変掩L､ビデオイ∴リーを作り出

すには‾文′j'二発′ト音甜壬が必要であるい1丈ノトヲ己′トノノ‾J▲じには,従メモ

かJ)モノスコーーブノブ◆+二じ,ト′ト マトリックスノJJ〔など､か‾あるか

姑,i珪は′+､形で粧仙性の■l∫い一九Ietaト0Ⅹide-Semiconduct()1･IC

(MOSIC)のヲ己止に付い ドット バク【ンノナノ℃かイ川Jとな一ン

てきた.｢本装F【∫l【:でもなるべく.洞り.ぎたが的_ヰ主でコンパクト左l尊王こ;∫■一三

にするという,没.汁二占汁メtか⊥二〕,4kビットMOS-ROMを仙川L､

仙J】J仁二道コード(表2にホす〕を人‾わとLて図2グ〕.ような‾丈

ノトノヾターー1ンが.■1りJされる.ようなト/ト バク=ンノノーJじを打こ伯L

た〔､MOS-ROMはり工数ノトヒけナノ上れの2州で 一組とL､ニノ‾ノー

糾を4丁∠丁のVDに+】こ池に仙川Lている:=.

ます4子iのVDは,すべてl■fj-▲のl■1川椚‾∴-シJ一をノ.〔本タイ ミン

グ川び各から加えられ,テレビ スキャンを仙特に子j二なうし､終

VD亡7)i言亡′は弧【】iノJはMOS--,･ROMのアドレス人ノノと●Lてり一えノノ

れるリ MOS-ROM(7)如いアクセスタイム放び1丈ノi‾二の表′j川､f

川か比較的上ミいことかノ〕､二♂､)1丈ノj･二の表′J川､引‖jを帖川分ノJ‥り

Lて2T乙iのV nをノた′jミきせた‥

また太ノJミ丈ノトの打と行1f～jをけ -)じヂ亡イこ数とL,才一j二と行‡‡りに

それぞれ2子‡のVDを三たンJ七させた｡

これらをまとめて脱叫jしたも♂‾)が図8であl),このように

して一
一対L♂)MOS-ROM文ノi･二発′卜装i‾if■:が4千丁のVDに八=Jされ

る｢,二のMO Sのようなビット谷_‡fi二か多く,コンパクトな素

J′･は粍一汁詩を′J､形にする二封､女lとLてイ】一利である〔,

4.8 操 作 性

小米i凱主計券J馴川いイナせディスプレイという観山かノブ､た､

れでも†了的主に拙作できるように従水グ)ディスプレイ普≡･iこ･'.:に比

べて柑に推す乍伽での一郎書さ化を川ってある｡

まず操作‾芹に対L拙作北態をホすため,緋色,‾Jlて也,小色

の3仰の去ホランブを.言設けた｡本紫LT∫三はこのランプ太ホに枇

らなくていナん演芸キーのロック機能左･どの捌きによi)推作を

1言ヂミることのないよう仲山占二されてし､るが,与-キ瑞発′H桔など,州
税や巻き臼一`上の状況をj‾ヒリ七三するのに班別であるとの円山ぉこかノ_)これ

⊥ゝフ♂)ランプをr言設けているL｡

29
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腱厳

図9 ターン テーブル(VD搭載状態)

なく,±60度匝]転できる｡

Fjg.9 TurnTable(with VD)

引出Lケーブルを傷めること

緑色ランプ点灯中はけん盤操作可能であることをホし,黄

色ランプ点灯中は回線の接続中,データの送受イ三中など操作

前の操作待であることを表示した｡また,赤色ランプ点灯q】

は操作ミス,データの誤りを示すとともに｢クリア キー+を

打けんし,再操作することを操作者に表示するように意味付

けた｡この∴つのランプの採月うは交通信号標識のイメージに

近づけ,一般になじみやすくするよう配慮し,あえてランプ

には文てこによる区分表ホはLていない｡要は紬色は抹作を了足

す,黄色は少し待つ,赤色はやI)直す,または障害のイメー

ジで推作すればよいようにした｡

拭作箭の操作ミスとしては二つのけん怒キーを同時に打け

んしたときか,銘柄コ【ドを刑追って一汀けんしたときのみで,

一一舟芝ディスプレイと追い送仁データも5文′i二前後と少ないた
め.デ”タのミキ‾拝え,削除などの人力データ舶集機能を付加

するより,それまでの拙作をいったんクリアL再才染作するほ

うが拙作が簡単になるので,すべてクりアにより何様作を行

なうようにした｡

--づ拍にふ[春台祉の各カウンタで顧客利+手に情報データを糾

て拙作‾符,顧茶ともども痢血を見ることになるが､このよう

に不生数人で､17∠‾iのVDを他用したいときなど,表ホ匝j血ノ女び

粍作部が同左していては拭作惟を欠くことになる｡二のため,

区I10 ビデオライター(T10り vD画面を数秒間でハード コピーがと

れる｡

Fig.10 Video W｢ite｢T101
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図Il ビデオライターによるプリント

フロリントLた一例を示す｡

Fig･llHa｢d Copy of The Video Writer

VD画面をビデオライターで

VDの方向格動をたやすく し,操作性を高めるために図9の

ようなターン テーブルが付加できるようになっている｡二の

ターン テーブルはVDを上に置き,約±60度の方向変換がで

き,且つけん盤操作に支障のない高さとなっている｡また,r

｢勺部構造はVDの首振り動作に際しケ【ブルなどを才員じない

ように肖己巌されている｡

4.9 ′ヽ-ド コピー

本端末機はビデオによる素速いデータ表ホを中心に考庵､し

てあるが,場f㌢によってはハード コピーが必要なこともある｡

ニのためオプションとして,CRTノ＼-ド コピー装置(日_立

ビデオライタTlOl)を簡単にナ､jIけられるようになっている｡†

詳細は省略するが,ハード コピーが必要な場イナにボタン操作

後,数秒後に酸化伸鉛方式の感光紙にハード コピーが収れる｡

図10はハード コピーの外観を,図11はそのプリント例を示す
仁

ものである｡

田 結 言

以卜,QUICKビデオ システムのQUICKビデオー1(証券

情事削‾問いでナせ用ディスプレイ装置)について,その概要を述

べた〔つ今回のQUICKビデオ システムのように公J-〔性も高く,

且つ一一般の証券会社の官業J占舗に直接,東京証券取引所から

のデータや市況情報などが?充れる情報サービスは手短が【車lでは

これがネ〃めてのものであり,今後この方而での需要は一服躍的

に伸びるものと予想きれる｡今回開発したQUICKビデオー1

は,仕様耐などで佐用者側の立場にたち,また広く大量に使て･ノ

梢されること,各証券会社をはじめ様々な所で用いられるこ

となど､多角的に検討を加えたつもりであるが,今後画面の

大形化,装置の超小形化,表示内容の多様化など機能の追加,ふ

につし､ても研究していく必要がある｡また更に-一歩進めて

単に株価情報の問いでナせだけにとどまらず,株の売買その

ものに端末機が介在するシステムに発.展していく ことも考え¶

られ,その場合,大鼓のデータを通信回線を経ても高イ古紙

性を保てるような端末機が要求されることは必至であI),今

後も今回グ)経験を生かして端末機の件能向上に‾努力していき一

たい｡

終わI)に本装置の開発に関して相々御指導,御肋言をいた

だいた市子兄情報センターの関係各イ立並びに御協力いただいた

日立製作所の関係各位,関連会社各位に対し,深く感謝の意

を表わすj欠第である｡




